通話 モー ド 2 同時 通話 の 「 強制 タイ プ 」 設 定 に つい て 


D - R20D は 、 携 帯電 話 の よう に 呼び 出し 音 を 鳴ら し て か ら 通話 を 始め る 標準 方 式 の 他 、「 強制 タイ プ 」 が 設定 
で きま す 。 この 方 式 で は 、 送 信 ボ タン PIT を 押す と 同時 に 呼び 出し 音無 し で 音声 信号 が 送信 され 、 こ れ に 応答 す 
る と 、 お 互い が 送信 し て いる 間 そ の まま 同時 通話 で 通信 が 行え ます 。 ベ ル 音 の 代わ り に 音声 で 「 メメ さん 、 居 ま 
すか ? 」 の よう に 通話 し た い 相 手 を 直接 呼び 出せ る ほか 、 交互 通話 と 同様 に PTT ボ タン が 押さ れ て いる 間 は 送信 
を 続け る の で 、 雑音 や 通話 場所 の 悪 条件 等 で 通信 状態 が 悪く な っ て も 通話 自体 は 切断 され ず 、 ス ムー ズ に 同時 通 
話 が 行え ます 。( た だ し 3 分 制限 で タイ ム ア ウ ト し た 場合 は 、 一 度 送信 を 停止 し て 、2 秒 後に 自動 的 に 送信 を 再 
開 し ます 。) 
注意 : D」』-R20D を 強制 タイ プ に 設定 変更 し た 場合 、 交 互 通話 中 継 器 へ の アク セス な ど 、 一 部 の 機能 が 使え な く な り ま す 。 下 記 以 外 の 通 
話 モー ド に 設定 を 変更 され る 場合 は 、 一 度 標準 方 式 に 戻し た 後 で 操作 を 行う 必要 が あり ます 。 

[強制 タイ プ 設 定 の まま で モー ド 変更 操作 を し て 、 お 使い に な れる 通話 モー ド ] 
モー ド 1 : 中 継 器 を 介さ な い 直 接 交 互 通話 / モ ー ド 2 : 強制 タイ プ で の 同時 通話 / モー ド 3 : 中 継 器 を 介し て 行う 強制 タイ プ の 同時 通話 


同時 通話 で 強制 タイ プ を 使用 する に は 、 下 記 の 設定 を 行い ます 。 


* 設定 を 始め る 前 に 、 キ ー ロ ッ ク を お 使い で あれ ば 解除 し ( ファ ンク ショ ン ボ タン を し ば らく 押し て カギ の マー ク を 消す )、 イ ヤ ホ ンマ イク な 
ど は 取り 外し て くだ さい 。 
1: 説明 書 P 22 を 参照 し て モー ド 1, 単 信 無 線 モー ド を 選び ます 。 
2: ダイ アル ツマ ミ を 1 度 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て uoL の 後ろ の 数 字 を "9 に あわ せま す 。 
3: uoL-9 が 出 て いる 間 に も う 1 回 ダイ アル を 押し 下げ 、 ダ イア ル を 回 し て 点滅 し て いる グル ー プ 番号 を "10' 
に あわ せま す 。 設 定 後 、 点 減 し て いる 番号 ” 10' が 点灯 に 変わ る まで 数 秒 待 ち ま す 。 
全 ファ ンク ショ ン ボ タン を 2 秒 以上 押し つづ ける と 、 カ ギ の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 その後 、 
下記 の 順 で ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
フッ クキ ー2 回 > モニ ター キー1 回 シフ ァ ン クシ ョ ン キ ー1 回 シダ イア ルツ マミ を 2 回 押し 下げ る 


5: 正しく 操作 が で き て いる と 、 こ こ で 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 電源 を 入れ る と モー ド 2 の 同時 通話 は 強制 
タイ プ で 動作 する よう に な っ て いま す の で 、 説 明 書 P 24、 モ ー ド 2: 複 信 無線 モー ド を 参照 し て 同時 通話 の 
設定 を し ます 。 イヤ ホン マイ ク を お 使い の 場合 は それ を 接続 し て 、 下 記 の アク セ サ リ ー の 使用 方 法 を ご 覧 下 
さい 。 

イヤ ホン マイ ク を 使わ な いで 通話 する に は 、PIT キ ー を 押し ます 。 応答 する 側 も PIT を 押せ ば 、 お 互い が PIT 
を 押し て いる 間 、 同 時 通話 で 通信 で きま す 。 一 人 が PIT を 放し て も 、 相 手 が 話 し て いる 間 は その 声 が 聞こ え 
ます 。 


※ 標 準 の 同時 通話 方 式 に 戻す 場合 は 、 上 記 の 操作 を 繰り 返し 行っ て くだ さい 。 リ セッ ト で は 、 強 制 タ イプ は 解 
除 で きま せん 。 

※ ど ちら の 同時 通話 方 式 で 動作 し て いる か を 確認 する に は 、 モ ー ド 2 の 同時 通話 モー ド で PIT ボタ ン を 押し ま 
す 。「 プル ルル ル 」 と 呼び 出し 音 が 鳴る 場合 は 標準 、 音 が 出 ず 黒 地 に T の マー ク が ディ スプ レイ に 表示 され た 
ら 強制 タイ プ に 設定 され て いま す 。 


アク セ サ リ ー の 使用 方 法 : 


A : EME- 2]A EME- 29A 等 の イヤ ホン マイ ク に 搭載 され て いる PTT-LOCK ス イッ チ を 使う と 、3 分 に 1 度 、2 秒間 タイ ム ア ウ ト す る 以 
外 は 連続 し て ハン ズ フ リー で 通話 が で きま す 。 こ の 設定 の 場合 、 常 に 電波 は 送信 され て いま す 。 

B : EME- 12 13 15A 等 、VOX 機 能 付 き ヘ ッ ド セッ ト で は 、 コ ント ロー ル ボ ックス の 切り 替え を VCOX 側 に し て く だ さい 。 話 す と 送信 、 
黙る と 受信 、 お 互い が 同時 に 声 を 出し て いる 間 は 送受 信 を 一 緒 に 行う 同時 通話 、 と 自動 的 に 動作 が 切り 替わり ます 。 通話 が 終わ 
っ た と き に 鳴る スタ ン バ イ 時 の "ピッ " 音 が 炉 わ し い 場 合 は 、 セ ッ ト モー ド で ビー プ 音 を "0' に 設定 し て くだ さい 。( 説明 書 P 39 
セッ ト モー ド の メニ ュー、P 41 の ビー プ 音 量 設定 )。 尚 、 標 準 の 同時 通話 モー ド で は V び X 側 に 設定 し て いる と ヘッ ド セ ッ ト は 使 
えま せん の で ご 注意 くだ さい 。 

C : EME- 19A で は 以下 の よう に 操作 し ます 。 
* ネ 呼び 出し と 応答 : EME- 19A の コン ト ロール ボッ クス 上 の 黒い ボタ ン を 押し ます 。 上 記 の A 同様 、PTT ロ ッ ク が 掛か り 、 ハ ン 

ズ フ リー で 通話 で きま す 。 

* ネ 通話 の 終了 : 黒い ボタ ン を 再度 押し て ロッ ク を 解除 し ます 。 
尚 、 白 い ボ タン は 無線 機 の PIT と 同様 に 動作 し ます 。( 押し て いる 間 は 送信 、 指 を 放す と 受信 し ます 。 ロ ッ ク は 掛か り ま せん ) 


注意 : イヤ ホン マイ ク や ヘッ ド セッ ト な どの アク セ サ リ ー を 接続 し た 状態 で 、PIT LOCK 又 は VOX を 解除 し な いで 電源 を 入れ る と 
ディ スプ レイ が 全 画 面 表 示 に な り 、 一 切 の 操作 が で き な く な り ま す 。 この と き は アク セ サ リ ー の プラ グ を 一 度 抜い て か ら 電源 を 入れ 
る か 、PTT LOCK や VOX を 解除 し て か ら 電源 を 入れ な お し て くだ さい 。 


